
    

 
千歳発着１４日間  ㈱イーテルツアー 

 

■募集人数/１２名様定員  ■最少催行人数/５名様  
■お食事/朝食１２回・昼食１１回・夕食１１回 
■旅券残存期間/６ヶ月以上 ■羽田・千歳空港利用/¥４,５９０(別途必要)  
■千歳空港より、全行程、社員添乗員同行  
■国際観光旅客税［出国税］/￥３,000（別途必要）  
■エジプト査証料・同取得手数料 ￥８,１５0(別途必要)  

■ ［ご自宅～空港～ご自宅］  
※ビジネスクラス料金はお問合せ下さい。 
※東京発着：￥１５,０００引き(後泊のホテルをご利用されない場合は、さらに￥１０,
０００引きとなります) 

※大阪・福岡発着：同一料金(ただし、成田で後泊されない場合は\10,000 引きと
なります) 

※昨今の燃油価格上昇につき、燃油サーチャージは含まれておりません。別途徴収
させていただきますので、何卒ご理解くださいませ。 

 

 都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 

 
1 

 

千 歳 

成 田 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港 

■午後、千歳空港より、航空機にて、成田空港へ。 

■夜、成田空港より、エジプト航空にて、カイロへ[2０:３０発]。                   ×･×・✈︎[機中泊] 
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カイロ 

 

メルサマトルー 

■早朝、カイロ到着[03:50 着]後、朝食ののち、専用バスにて、地中海沿いの絶景ビーチの街・メルサマトルー

へ[約５時間]。 

■着後、ビーチでゆっくりとお過ごしください。                     〇・〇・〇[メルサマトルー泊] 
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メルサマトルー 

シワ・オアシス 

■午前、専用バスにてリビアの国境近くのシワ・オアシスへ。 

■着後、ビル・ワヘダと近郊にある化石エリア、冷泉、ファトナス島を訪問します。ファトナス島では砂漠に沈む夕

陽をお楽しみください。  

≪西方砂漠シワ・オアシスに連泊です≫                           〇・〇・〇[シワ・オアシス泊] 

 
4 

シワ・オアシス ■終日、シワ・オアシスを観光します。 

■オバイダー神殿、泥レンガでできた家が建ち並ぶ旧市街と 13 世紀に造られた泥レンガ造りの要塞跡・シャリ

要塞、アレキサンダー大王が神託を受けたアモン神殿、プトレマイス時代やローマ時代に造られた墓が蜂の巣

状に並ぶ死者の山、鉱泉が湧くクレオパトラの泉、死海のように体が浮くソルトレイク、ナツメヤシ農園へご案

内いたします。                                         〇・〇・〇[シワ・オアシス泊] 
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シワ・オアシス 

 

アレキサンドリア 

■終日、専用バスにて、エジプト第２の都市・アレキサンドリアへ。 

■途中、クレオパトラの風呂と呼ばれる湧水泉に立ち寄ります。 

≪エジプト第２の都市アレキサンドリアに連泊です≫                 〇・〇・〇[アレキサンドリア泊] 
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アレキサンドリア 

 

 

■終日、アレキサンドリアの観光です。 

■アレキサンドリア国立博物館やローマ時代に裕福層のために造られた地下墓地コム・エル・シュカファ・カタコ

ンベ、カイトベイ要塞、ローマ時代の円形劇場を見学します。           〇・〇・〇[アレキサンドリア泊] 
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アレキサンドリア 

 

ファイユーム 

■午前、4～5 世紀のエジプトにおけるコプト正教会の中心的巡礼地だった世界遺産 アブ・ミーナを見学します。 

■午後、砂漠のオアシス・ファイユームへ。 

■着後、4000 万年前の鯨の化石が眠る世界遺産 ワディ・アル・ヒタンと化石博物館を見学します。 

■その後、陶器の村・チュニス村を散策します。                       ○・○・○[ファイユーム泊] 
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ファイユーム 

バハレイヤ・オアシス 

黒砂漠 

白砂漠 

■午前、マジックレイクやワディ・エル・ラヤンの滝を見学します。 

■その後、エジプトの秘境・バハレイヤ・オアシスへ。 

■着後、4WD に分乗し、方解石の結晶が岩に露出して光り輝くクリスタルマウンテン、玄武岩が覆う黒砂漠を

見学します。夕方、白砂漠に沈む夕陽を見学します。 

≪満点の星空の下、砂漠の真ん中でテント泊です≫                    ○・○・○[白砂漠テント泊] 
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白砂漠 

バハレイヤ・オアシス 

 

 

■早朝、砂漠の真ん中から朝日をお楽しみください。 

■その後、バハレイヤ・オアシスに戻り、バハレイヤ・オアシス周辺の観光。 

■ミイラ博物館、アメンヘテプ・フィの墳墓、アル・バウィーティの岩窟墳墓、アレキサンダー大王の神殿を見学し

ます。                                           ○・○・○[バハレイヤ・オアシス泊] 

 
１０ 

バハレイヤ・オアシス 

サッカラ 

 

カイロ 

■専用バスに乗り換え、首都のカイロへ[約５時間]。 

■途中、世界遺産 サッカラに立ち寄り、ピラミッドテキストが初めて書かれたウナス王のピラミッド等マスタバ

古墳群や地下に眠る巨大な石棺群セラペウムを見学します。 

≪首都・カイロに連泊です≫                                       ○・○・○[カイロ泊] 

１１ カイロ ■終日、単一文明を扱う博物館としては世界最大となる大エジプト博物館をゆっくりと見学します。 

 ○・○・○[カイロ泊] 

 
1２ 

 

 

 

カイロ 

■午前、ギザの世界遺産 三大ピラミッドとスフィンクスの見学をします。 

■昼食はギザ地区のピラミッドが見えるレストランにてお召し上がりください。 

■夕食までホテル休憩です。 

■夜、エジプト航空にて、成田へ［２３:３0 発］。                             ○・○・○[機中泊] 

1３ 成 田 ■成田空港到着後、入国審査・税関検査ののち、成田空港近郊ホテルへ。     ✈︎・✈︎・× [成田空港近郊泊] 

 
１４ 

成 田 

千 歳 

■午前、航空機にて、千歳へ。着後、解散。 

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅                                   ○・×・× 

※表記の時間は、すべて現地時間で表示されております。 

※表記の「〇」はお食事の有無を示します。「✈︎」は機内食、「×」の食事は含まれておりません。 

※現地の都合によりスケジュールが変更される場合がございます。その場合でも極力日程に従って旅行サービスがお受けにな 

られるよう万全の手配努力を致します。 
 
 

     株式会社 イーテルツアー :011-600-0199                                                                         株式会社 イーテルツアー   :011-600-0199 

 :011-272-6006 

待望の大エジプト博物館がついにオープン！ピラミッド群も観光します 

絶景のシワ・オアシス～秘境・白砂漠と黒砂漠の旅  

 バハレイヤ・オアシス 

３月 14 日(日)発～３月２7 日(土)着…¥７７９,000

シワ・オアシス 

■メルサマトルー/ジャズアルマザビーチリゾート 

■シワ・オアシス/シャーリー・リゾート 

■アレキサンドリア/ヘルナン・ロイヤル 

■ファイユーム/パーム・シャドー・ホテル 

■バハレイヤ・オアシス/アリヤ・ロッジ 

■白砂漠/テント泊 

■カイロ/グランド・ピラミッズ・ホテル 

上記同等クラス利用 

シャーリー・シャー要塞 

ご旅行条件 ご利用予定ホテル 

２０２７年        ご旅行期間とご旅行代金 

砂漠の楽園・絶景のシワ・オアシス 

エジプト西部、リビアとの国境に近い大砂漠の真ん中に、幻のように広がる緑 

の楽園―それが「シワ・オアシス」です。首都カイロからおよそ７５０km 離れた 

この地は、広大な砂漠に囲まれながらも地下水に恵まれた自然のオアシスとして 

古代から人々の暮らしを支えてきました。 

このオアシスの歴史は非常に古く、紀元前７世紀頃にはすでに人が住み始めて 

いたとされます。特に有名なのは、古代ギリシャの征服王・アレキサンダー大王が 

紀元前３３１年にこの地を訪れ、「アメン神の神託」を受けたという逸話です。 

大王は、自らが“神の子”であることを確認するため、過酷な旅路を越えてこの地 

を目指したのです。神託が下されたのは、シワのアメン神殿とされ、今もその 

神殿の遺跡が静かに佇んでいます。 

シワ・オアシスはおよそ８０km にわたる細長い地形の中に、数百の泉と塩湖、 

そして何万本ものナツメヤシの木々が広がっています。真夏でも涼しさを感じる 

泉では、旅の疲れを癒すことができ自然が創り出した癒しの空間です。 

シワで最も象徴的な景観のひとつが、「シャーリー・シャー要塞」です。１３世紀に建てられたこの要塞は、塩と泥と日干し煉瓦を混ぜた独特の素材

「カルシュフ」で作られており、かつては町全体がこの要塞の中に収まっていたといわれています。外敵や砂嵐から人々を守るために建設されたこの

要塞は、２０世紀初頭の大雨によって一部が崩壊したものの、その姿は今なお幻想的で、夕日を浴びた姿はまるで砂漠の蜃気楼のようです。 

 

バハレイヤのオアシスは、古代エジプト時代から重要な交易ルート上にあ 

り、紀元前の第２６王朝時代には鉄や鉱物資源の産地としても知られて 

いました。1996 年にこの地で発見された「黄金のミイラの谷」は、考古 

学界に大きな衝撃を与えました。数百体にも及ぶ金箔で飾られたギリシ 

ャ・ローマ時代のミイラが、ほぼ完全な形で発見され、このオアシスが古 

代において豊かで文化的な中心地だったことを物語っています。 

「黒砂漠」と呼ばれる地表が黒く見えるこの地帯は、火山活動によって生 

まれた玄武岩や火山岩が一面を覆い、遠くから見るとまるで石炭をまぶ 

したような異様な景観が広がります。黒い丘が連なる風景は、どこか火 

星や月面を思わせるような荒涼とした美しさです。 

そして、黒砂漠を抜けて南下すると、突如として目の前に広がるのが、 

「白砂漠」です。ここは、石灰岩が風化削られ、まるで彫刻のような 

不思議な造形美を作り上げた場所。太陽の角度によって白から金色、ピ 

ンクへと変化する色彩は、息をのむほど幻想的です。 

この白砂漠では、砂漠でのテント泊という忘れられない体験が待っています。日が沈む頃には、砂漠の地平線が赤く染まり、岩の影が長く伸びていき

ます。風の音だけが響く静寂の中、ガイドが焚き火を囲んで用意してくれるベドウィン風の夕食は、心と身体を温めてくれる贅沢なひととき。日常では

味わうことのできない“何もないことの豊かさ”を、身体全体で感じられる瞬間です。 

 

神秘の風景が織りなす砂漠の旅 ― バハレイヤ・オアシス～白・黒砂漠 

黒砂漠 テント泊イメージ 


